






































支え、歴史の中で、当然台頭すべき階級が強く現 ない空白を、どの階級が埋めたかは、よく しかめられなければ、 ら いことである。
明治五年第一一七号布告が市町村吏員の職務権限及びその選出


















































































































I に不明11 I s i 
A 印明 3 年の士卒総数 158 名中の内訳・俵数別
2 3 4 5 6 7 
俵 数｜｜明予定.3 数．狩（俵『）I明. 3. 成高l明.4. 渡高i整理新No井．附｜！企人数（名）｜｜・（名）
俵
1～ 10 6. 1607 6. 1607 6.09 651 561 
1 ～ 20 12.34 12.60 未調査 672 213 
（不核実1名
21 ～ 30 28.365 21.394 未調査 29 349 。
31 ～ 40 36.5 2ー7.394 36.5 25 79 。
41 ～ 50 41. 4152 30.6829 40.915 23 56 。
51 ～ 60 58 .2189 4.3698 56.7189 12 179 。
61 ～ 70 6.4378 51.073 6.4378 7 69 。
71 ～ 80 78.063 60. 105 78.063 5 16 ; 。
81 ～ 90 83.756 81.4537 82. 165 4 1 。
91 ～10 95.08 72.4168 未調査 40 1 I 。
10 ～10 107.2 81.4537 706 8 。
11 ～120 17.251 90.21 1.85 357 : 4 。
12 ～130 123.067 94.260 
未2調2査
549 。
1J1～16~ 15~. 43~3 10~. 07~2 183 。
16 ～170 168.04 129.07 
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30人誤誇 l 弘米臼3J~雪（ 42 石4
川持［玄米 35一抗240 I 15. 川 一 ~1 
孟~： 1 壬米 26~~ I金 s0 哲誌i 山 31 3 I 
3人~~＝ I~米 s. 1~ro I 18. 8671 14. 261 I 
人扶持l玄米 8叫 6.9 引同 上（
人扶持｜玄米 1川同 上 l同 上 i
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がらその後、数年間の息ずまるような体験 、おのずから政府の眼を開かしめた。そしてその眼を開かし たのは主としていかなる点についてであった といえば、もしもこのまま、町村に自治を与えなければ、本来町村戸長の責任 属する一小事までも、ことごと 政府 責任とし 追求せざるを得ないと云うことであ
っ
た。また一つには自由民権に対する国民の要望のは
け口をい守すれば ずにはおられぬものとすれば、むしろ進んでその最も小範囲の、かっ日常的な行政を対象 町村自治にこれを与うべきであると云うことであっ ！ー






















は、明治初期の歴史での特殊性であると思われましたので敢てこの点を分析したわけ した。）明治十七 八年以降 調べ は
1
士族は暁の星程しか、商業経
済の面で 成功しない
。
ll
（所収明治前期財政経済史料集
成第十七、 八 十九巻興業意見）
と云われているし、まさにその通りであるが、制
度
上の面では、
当然払拭された封建士族につづくべき階級がないために、もう一度
ll
それよりも以前の問題ーーであった中にあ
っ
て士族は中央
集権制度を支えるのである。
松代藩の崩れて行く中から、具体的に新制度と噛合
っ
て行く道
程が握れれば、この
論
は目的を果したわけで
あ
るが
。
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